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【研究要旨】 

[緒言] 近年、高濃度に抽出された THC を含有する大麻ベイプ（リキッド、ワックスなど）が押

収される事件が相次いでいるが、その使用実態については十分に研究されていない。そこで本研

究では、大麻使用少年を対象として、大麻ベイプの使用実態を明らかにすることを目的とした。

研究対象は、福岡県保健医療介護部薬務課および福岡県警少年サポートセンターが実施している

少年用大麻再乱用防止プログラム（以下、F-CAN）に参加する 12～19 歳の大麻使用少年である。 

[結果] 2021 年 9 月から 2023 年 1 月までの間に、計 17 名の大麻使用少年が F-CAN への参加申込

みを行った。このうち、選択基準を満たす 12 名より研究参加の同意を得た（同意取得率 70.6%）。

本研究ではこの 12 名を分析対象者とした。過去 1 年以内の大麻ベイプの使用率は、全体の 66.7%

であった。大麻ベイプ使用群は、対照群（非使用者）に比べて、大麻使用開始年齢が若く（ベイ

プ群 13.3 歳、対照群 15.8 歳）、DAST-20 スコアの平均値が高く（ベイプ群 8.6 点、対照群 3.3 点）、

それぞれ有意差が認められた。一方、MINI による薬物依存および薬物乱用の診断には有意差が

認められなかった。 

[考察] 若年の大麻使用者の多くが、友人や仲間との付き合いの中で、大麻使用を開始しているこ

とが、これまで繰り返し指摘されてきた。低年齢で大麻に曝露されることは、そういった大麻を

使う仲間との交流機会がより増えることにもつながる。大麻を使う仲間との交流の中で、大麻ベ

イプを使う機会も一緒に増えた可能性がある。また、大麻ベイプ使用群が抱えている問題は、精

神医学的な依存症の問題というよりも、それ以外の大麻使用に伴う友人関係や家族関係、あるい

は学校関係といった心理社会的な問題の方が中心となっている可能性が示唆された。いずれにせ

よ、十分なサンプル数が得られていない現状、大麻ベイプ使用者の特徴についての結論を出す段

階ではない。対象者のさらなるリクルートが必要である。 
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A. 研究目的 

 

法務省が発行する令和 4 年版犯罪白書 1 によ

れば、大麻取締法違反による検挙人員は近年急

激に増加傾向にある。令和 3 年における検挙人

員は 5,783 名（前年比 9.9%増）であり、これは

記録が残されている昭和 46 年以降で最も多い。

検挙人員の多くは若年者であり、全体の 7 割～

8 割を 20 歳代および 30 歳代の若年層が占めて

いる。20 歳未満の少年事犯についても急増して

いる。 

若年期からの大麻使用は、薬物依存のリスク

を高めることが知られており、薬物依存症の予

防という観点からは、10 代における早期の大麻

使用を防止することが重要となる。例えば 2003

年の全米薬物使用調査（National Survey on Drug 

Use and Health）のデータを使った分析によれば、

13～18 歳に大麻を使い始めた人は、成人してか

ら使い始めた人に比べ、薬物依存と診断される

リスクが約 5 倍～7 倍高いことが報告されてい

る 2。また、若年期における大麻使用は、使用頻

度に応じて影響が増大することが知られてい

る。オーストラリア・ニュージーランドにおけ

る大規模コホート研究によれば、17 歳以前の大

麻使用頻度が高くなるにつれて、学業へのネガ

ティブな影響（高校を卒業できない、単位を取

得できない）があり、他の違法薬物の使用リス

クや、自殺企図のリスクが増大することが報告

されている 3。こうした背景にも関わらず、国内

における大麻を対象とする医学的研究の多く

が、主として精神科医療施設を受診した 30～40

歳代の患者を対象としたものであり 4-6、10 歳代

の若年期における大麻使用の実態については

ほとんど報告されていない。 

一方、国内の大麻の取り締まりに関する近年

の特徴として、高濃度に抽出された THC を含

有するワックスやリキッドタイプの大麻製品

が押収される事件が相次いでいる。これらの大

麻製品は、電子タバコを用いたベイパーと呼ば

れる方法（Vaping Marijuana: 以下、大麻ベイプ

と表記）で使用される場合が多い。全米の青少

年を対象とする薬物調査として知られる

Monitoring the Future では、2017 年より大麻ベイ

プの使用状況について調査されている 7。第 12

年生（日本における高校 3 年生に相当）におけ

る大麻ベイプの使用率は、生涯経験率 25.7%、

過去 1 年経験率 18.3%、過去 1 ヶ月経験率 12.4%

と報告されている（2021 年調査）。大麻ベイプ

に関する調査を開始した 2017 年における使用

率（生涯経験率 11.9%、過去 1 年経験率 9.5%、

過去 1 ヶ月経験率 4.9%と比較すると大幅に増

加している。一方、従来の乾燥大麻の使用率に

ついては横這いで推移している。これらは、大

麻ベイプが青少年の間で急速に広回っている

ことを示唆する結果と言える。米国では、大麻

ベイプ（および電子タバコ）の使用に伴う二次

的な急性肺障害の発生が指摘されており、電子

タバコまたはベイプ製品関連肺障害（E-

cigarette- or vaping product-associated lung injury）

という言葉も使われるようになっている 8。 

大麻ベイプに関する先行研究としては、前述

したモニタリング調査の他、タバコ製品との併

用に関する研究 9,10 や、使用動機に関する質的

研究 11などが報告されているものの、大麻ペイ

プ使用者の薬物依存の重症度、大麻ベイプを選

択するメリット、大麻に対する考え・感情・信

念といった心理社会的な側面を量的に調べた

研究は未だにない。そこで本研究では、10 歳代

の大麻使用少年を対象に、大麻ベイプを含む大

麻の使用実態および危険ドラッグを含む大麻

以外の違法薬物の使用実態を明らかにするこ

とを目的とした。 

 

B. 研究方法 

 

１． 研究対象者 

研究対象となるのは、福岡県保健医療介護部

薬務課（以下、福岡県薬務課と表記）の事業で

あり、福岡県警少年サポートセンターが実施協

力している少年用大麻再乱用防止プログラム

（以下、F-CAN と表記）に参加する大麻使用少

年である。2021 年 9 月から 2023 年 1 月までの

間に、計 17 名の大麻使用少年が F-CAN への参

加申込みを行った。このうち、選択基準を満た
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す 12 名より研究参加の同意を得た（同意取得

率 70.6%）。本研究ではこの 12 名を分析対象者

とした。  

 

対象者の選定にあたっては、以下の選択基準お

よび除外基準を設けた。 

（1）選択基準 

1) F-CAN に参加する大麻使用少年 

2) 初回参加時に実施される事前アンケートに

回答した者 

3) 事前アンケート回答時の年齢が 12歳から 19

歳である者 

 

【各選択基準の設定理由】 

1)  F-CANに参加する大麻使用少年がリクルー

ト対象であるため 

2) 本研究は事前アンケートのデータを二次利

用するため 

3) 本研究では大麻使用少年を 20 歳未満と定義

する。また、プログラムのリクルート対象者は、

「飲酒・喫煙・薬物乱用についての全国中学生

意識・実態調査」で大麻使用が報告されている

年齢のうち、最も若い 12 歳を下限とした。 

 

（2）除外基準 

1) 事前アンケートに回答していない者 

2) 事前アンケートに回答時の年齢が 12 歳から

19 歳ではない者 

 

【各除外基準の設定理由】 

1) 本研究は事前アンケートのデータを二次利

用するため 

2) 本研究では大麻使用少年を 20 歳未満と定義

する。また、プログラムのリクルート対象者は、

「飲酒・喫煙・薬物乱用についての全国中学生

意識・実態調査」で大麻使用が報告されている

年齢のうち、最も若い 12 歳を下限とした。 

 

２．インフォームドコンセント 

本研究は、「侵襲を伴わない研究」、「介入を行

わない研究」、「人体から取得された試料を用い

ない研究」であり、要配慮個人情報を取得しな

い研究に該当する。人を対象とする生命科学・

医学系研究に関する倫理指針に基づき、必ずし

もインフォームドコンセントを受けることを

要しないが、本研究の実施について説明文書を

用いて研究対象者に通知する。また、研究対象

者が研究対象になることを拒否できる機会を

保障するために、アンケート用紙の冒頭で、研

究参加への同意の有無をチェックボックスに

て確認する。なお、未成年者に該当する場合、

同意は本人および保護者の双方を確認する。研

究開始後に、同意を撤回する場合は、少年サポ

ートセンターの少年育成指導官を窓口とし、福

岡県警察本部生活安全部少年課、福岡県薬務課

を介して、研究責任者に報告される。 

 

３. 調査項目 

大麻使用に関連する項目：初回使用年齢、大麻

の初回使用年齢、過去 1 年以内の大麻の使用頻

度（乾燥大麻、大麻ベイプ、大麻成分を含んだ

食品）、大麻と飲酒の併用頻度、大麻に対する考

え・感情・信念（Marijuana Effect Expectancy 

Questionnaire12、6 項目）、大麻ベイプを選択する

メリット・デメリット（7 項目） 

大麻以外の薬物使用：過去 1 年以内の危険ドラ

ッグ、覚醒剤、有機溶剤、MDMA、コカイン、

ヘロイン、LSD、処方薬乱用、市販薬乱用 

薬物依存に関連する項目：薬物関連問題の重症

度（DAST-20 日本語版）13,14、物質使用障害

M.I.N.I（精神疾患簡易構造化面接法） 

その他の調査項目：過去１年以内のタバコの使

用状況（紙巻きタバコ、加熱式タバコ、電子タ

バコ）、過去１年以内の飲酒頻度、ビンジ飲酒頻

度、基本属性（性別、年齢、学歴、職歴など） 

 

４. 統計解析 

過去 1 年以内の大麻ベイプの使用歴に基づき、

対象者をベイプ群と対照群に分類した。基本属

性、大麻使用に関連する項目、大麻以外の薬物

使用、薬物依存に関連する項目について群間比

較を行った。カテゴリカル変数についてはフィ

ッシャーの正確確率法で、連続変数については

t-検定にて有意差を検定した。 
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５. 倫理審査 

本研究の研究計画書は、国立精神・神経医療研

究センター倫理委員会の承認を得た（承認番号

A2021-124）。 

 

C. 研究結果 

 

 表 1 に対象者の基本属性に関する結果を示し

た。調査時年齢の平均値は 16.2 歳であり、性別

は女性 58.3%、男性 33.3%、その他 8.3%であっ

た。対象者のうち 58.3％は学校に在籍しており、

50.0%は何らかの仕事に就いていた。ベイプ群

は対照群に比べて、調査時年齢が若く、女性の

比率が高く、学校に在籍しており、仕事に就い

ていないという傾向がみられたが、いずれも有

意差は認められなかった。 

 表 2 に大麻使用に関連する結果を示した。初

回大麻使用年齢の平均値は 14.1 歳であった。過

去 1 年以内の形状別にみた大麻使用率は、乾燥

大麻 100%、大麻樹脂 8.3%、大麻ベイプ 66.7%、

大麻食品 33.3%であった（複数回答）。過去 1 ヶ

月以内の大麻使用日数（平均）は、6.5 日間であ

った。大麻使用に対する欲求は全体の 41.7%が

「とても使いたい」あるいは「どちらかと言え

ば使いたい」に該当した。過去 1 年以内の大麻

使用時のアルコールの併用は、対象者の 50%が

経験していた。ベイプ群は対照群に比べて、初

回大麻使用年齢が早く、ベイプ群 13.3 歳、対照

群 15.8 歳であり、群間に有意差が認められた

（p=0.021）（図 1）。その他の項目については有

意差が認められなかった。 

 表 3 に大麻以外の薬物使用および薬物依存に

関する結果を示した。過去 1 年以内の大麻以外

の薬物使用歴は、処方薬乱用が最も多く

（50.0%）、市販薬乱用（41.7%）、有機溶剤

（41.7%）、MDMA（33.3%）、LSD（33.3%）、コ

カイン（16.7%）、覚醒剤（8.3%）、危険ドラッグ

（8.3%）と続いた。DAST-20 スコアの平均値は

6.8 点であり、66.8%がカットオフ値を超える

DAST 陽性であった。MINI による評価では、対

象者全体の 50.0%が薬物依存、83.3%が薬物乱用

の診断に該当した。ベイプ群は対照群に比べて、

DAST-20 スコアの平均値が高く、ベイプ群 8.6

点、対照群 3.3 点であり、群間に有意差が認め

られた（p=0.038）（図 1）。一方、MINI における

薬物依存、薬物乱用の診断については有意差が

認められなかった。 

 

D. 考察 

 

研究対象者のリクルート数が当初の予定よ

り下回っている。計画では、F-CAN 参加者とし

て年間 30 名程度を見込んでおり、このうち約

80%が研究対象として合致し、かつ同意が得ら

れると仮定していた。同意取得率は 70.6%であ

り想定に近い数字となったが、F-CAN への参加

者数自体が当初の想定を下回っているために、

結果として研究にリクルートされる対象者も

少なくなったと考えられる。 

 F-CAN への参加者数が伸び悩んでいる背景

の一つとして、大麻使用少年の支援を受けるこ

とに対する動機づけが低いことが考えられる。

現在、少年院を仮退院した少年や、保護観察対

象となった少年たちを中心に保護観察所で主

として保護観察官がプログラム参加に関する

説明をしているものの、F-CAN への参加に同意

が得られないケースが多い。今後は、関係機関

の協力を得ながら、動機付けを高める取り組み

が必要と考えられる。 

 本研究は、近年若年層を中心とする流行が懸

念される新たな大麻の形状として、大麻ベイプ

（リキッド、ワックス）に着目し、その使用実

態および使用者の特徴を明らかにすることを

目的とした。過去 1 年以内の大麻ベイプの使用

率は、対象者の 66.7%に達しており、大麻使用

少年たちの間で、大麻ベイプが着実に広がって

いる可能性が示唆される。大麻ベイプに比べて、

THC を含有する大麻食品や、大麻樹脂の使用率

は低かった。 

今回の分析では、大麻ベイプ使用群は、対照

群（非使用者）に比べて、大麻の使用開始年齢

が有意に若いという結果が得られた。若年の大

麻使用者の多くが、友人や仲間との付き合いの
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中で、大麻使用を開始していることが、これま

で繰り返し指摘されてきた。低年齢で大麻に曝

露されることは、そういった大麻を使う仲間と

の交流機会がより増えることにもつながる。大

麻を使う仲間との交流の中で、大麻ベイプを使

う機会も一緒に増えた可能性が考えられる。と

はいえ、彼らがどのように乾燥大麻と大麻ベイ

プを使い分けているのかについては、今回のデ

ータでは論じることができない。今後は、乾燥

大麻と大麻ベイプの使用頻度、両者のメリッ

ト・デメリットなどの結果も踏まえて、大麻ベ

イプ使用者の特徴をさらに検討していくこと

が必要となる。 

一方、大麻ベイプ使用群は対照群に比べて、

薬物関連問題の重症度を示す DAST-20 のスコ

アが有意に高いという結果が得られたが、MINI

による薬物依存や薬物乱用の診断については、

群間に有意差が認められなかった。また、対象

者のサンプル数が少ないために十分な検出力

が得られず、有意差は認められていないものの、

大麻ベイプ使用群は、大麻の使用日数（過去 1

ヶ月間）が多い傾向がみられている。これらの

結果は、大麻ベイプ使用群が抱えている問題は、

精神医学的な依存症の問題というよりも、それ

以外の大麻使用に伴う友人関係や家族関係、あ

るいは学校関係といった心理社会的な問題の

方が中心となっている可能性が示唆される。い

ずれにせよ、十分なサンプル数が得られていな

い現状、大麻ベイプ使用者の特徴についての結

論を出す段階ではない。対象者のさらなるリク

ルートが必要である。 

 

E. 結論 

 

大麻使用少年の間で、大麻ベイプの使用が着

実に広がっている可能性を示唆する結果が得

られた。大麻ベイプ使用者は、非使用者に比べ

て、大麻の初回使用年齢が若く、薬物使用関連

問題の重症度が高いといった特徴がみられた。

未だ十分なサンプル数が得られておらず、大麻

ベイプの使用実態を明らかにするためにはさ

らなるリクルートが必要である。 
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n % n % n % p-value

調査時年齢 0.070

性別 0.067

  男性 4 33.3% 3 75.0% 1 12.5%

  女性 7 58.3% 1 25.0% 6 75.0%

  その他 1 8.3% 0 0.0% 1 12.5%

学校への在籍（調査時） 0.081

  はい 5 41.7% 0 0.0% 5 62.5%

  いいえ 7 58.3% 4 100.0% 3 37.5%

仕事をしている（調査時） 0.061

  はい 6 50.0% 4 100.0% 2 25.0%

  いいえ 6 50.0% 0 0.0% 6 75.0%

16.2歳 17.8歳 15.4歳

表1. 研究対象となった大麻使用少年の基本属性（n=12）

全体 大麻ベイプの使用

(n=12) 対照群(n=4) ベイプ群(n=8)

n % n % n % p-value

初回大麻使用年齢

  平均年齢 0.021

過去1年以内の大麻使用（複数回答）

  乾燥大麻（ハッパ、ジョイント） 12 100.0% 4 100.0% 8 100.0% －

  大麻樹脂（チョコ） 1 8.3% 0 0.0% 1 12.5% 1.000

  大麻ベイプ（ワックス、リキッド） 8 66.7% 0 0.0% 9 100.0% －

  大麻食品 4 33.3% 0 0.0% 5 50.0% 0.208

過去1ヶ月間での大麻使用日数

  平均日数 0.110

大麻使用に対する欲求 0.576

  使いたい 5 41.7% 1 25.0% 4 50.0%

  使いたくない 7 58.3% 3 75.0% 4 50.0%

大麻使用時の飲酒併用 0.545

  あり 6 50.0% 1 25.0% 5 62.5%

  なし 6 50.0% 3 75.0% 3 37.5%

表2. 大麻ベイプの使用経験別にみた大麻関連項目

15.8歳 13.3歳14.1歳

6.5日間 1.5日間 9.0日間

全体

対照群(n=4) ベイプ群(n=8)

大麻ベイプの使用

(n=12)



-62- 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 大麻ベイプ使用群と対照群（非使用者）の大麻初回使用年齢およびDAST-20スコアの平均値 

ベイプ群：過去 1年以内に大麻ベイプの使用が認められた大麻使用少年 

対照群：過去1年以内に大麻ベイプの使用が認められなかった大麻使用少年 

 

表3. 大麻ベイプの使用経験別にみた併用薬物および依存症関連項目

n % n % n % p-value

過去1年以内の薬物使用（大麻以外）

  有機溶剤 5 41.7% 0 0.0% 5 62.5% 0.081

  覚醒剤 1 8.3% 0 0.0% 1 12.5% 1.000

  危険ドラッグ 1 8.3% 0 0.0% 1 12.5% 1.000

  MDMA 4 33.3% 0 0.0% 4 50.0% 0.208

  コカイン 2 16.7% 0 0.0% 2 25.0% 0.515

  ヘロイン 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% －

  LSD 4 33.3% 0 0.0% 4 50.0% 0.208

  処方薬乱用 6 50.0% 1 25.0% 5 62.5% 0.545

  市販薬乱用 5 41.7% 0 0.0% 5 62.5% 0.087

  その他 1 8.3% 0 0.0% 1 12.5% 1.000

DAST-20

  スコア平均値 0.038

  DAST陽性 8 66.8% 1 25.0% 7 87.5% 0.067

MINI

  薬物依存 6 50.0% 1 25.0% 5 62.5% 0.545

  薬物乱用 10 83.3% 3 75.0% 7 87.5% 1.000

全体 大麻ベイプの使用

対照群(n=4) ベイプ群(n=8)

6.8点

(n=12)

3.3点 8.6点


